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研究成果の概要（和文）： 
質的研究とナラティヴ（語り・物語）アプローチによって、ウィーン、ロンドン、ハノイ、シ
カゴ、海外 4都市の大学において、多文化横断ナラティヴ・フィールドワークを行った。心理
学、医学、看護学による国際的・学際的コラボレーション・プロジェクトを組織し、多文化横
断ナラティヴ理論および多声教育法と臨床支援法を開発した。成果をウェッブサイト HPで公
開するとともに、著書『多文化横断ナラティヴ：臨床支援と多声教育』（やまだようこ編、280
頁、編集工房レィヴン）を刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The polyphonic narrative fieldworks were conducted at the main universities in Vienna, 
London, Hanoi, and Chicago, by qualitative methods and narrative approach. We organized 
the multicultural and cross-disciplinary projects collaborated with psychologists, medical 
doctors and nurses. We presented the new theory of polyphonic narrative and the 
methodology of polyphonic education and clinical support. The results were published in 
the web-site and the book “Polyphonic Narratives Across Multiple Cultures” (Yamada,Y. 
eds.2013) 
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１．研究開始当初の背景 
 フィールド研究と質的研究は，ナラティヴ
を中核に急速に多様に発展しており、学問と
しての研究法や教育法の本格的整備は急務

であった。また、ナラティヴ・アプローチは、
当事者の立場から見た物語を重視しており、
ナラティヴ・セラピーによる治療法や、ナラ
ティヴ・ベイスト・メディスンによる医療コ
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ミュニケーションなど、応用範囲が広いこと、
複雑な相互関係が入り組むフィールドを生
きたプロセスとして捉える有効な方法であ
ることから、「他者との多声的対話を多文化
ナラティヴとしてくみ上げ、多文化に発信す
る方法」を試みることを計画した。 
 
２．研究の目的 
 心理学、医学、看護学による国際コラボレ
ーション・プロジェクトを組織し、ナラティ
ヴ（語り・物語）アプローチによって、海外
4 都市の大学を中心に、多文化横断・学横断
的にナラティヴ・フィールドワークを行う。
文化・領域の特殊性を大切にしながら、それ
を超えて横断的に対話できる多文化ナラテ
ィヴ理論と方法を探求するとともに、質的方
法を生かして多文化価値が共存・拮抗する現
場のニーズに応える実践的な臨床支援法と、
対話的教育法プログラムを開発する。 
 
３．研究の方法 
１）国際コラボレーション・プロジェクト。
①多文化ナラティヴ理論と臨床支援法 A： 

オーストリア・ウィーン大学、を中心に、「教
育臨床心理学×生涯発達心理学×社会心理
学」を横断する国際セミナーと、異文化教育
現場のフィールドワークを行う。多声的ナラ
ティヴの実践から、個別フィールドを横断す
る「多文化ナラティヴ」を探求する。 
②多文化ナラティヴ理論と臨床支援法 B： 

イギリス・ロンドン大学を中心に、「ナラテ
ィヴ医学×ナラティヴ心理学×教育臨床心
理学」による保健専門家 WS と医療現場のフ
ィールドワークを行う。ロンドン大学では、
ナラティヴ・ベイスト・メディスンの翻訳
者・斎藤を中心に、医師・看護師・心理・ヘ
ルス・アドボケーター（患者の立場に立って
医療専門家とのパイプ役になる専門職）など
保健専門職（Health professions）の多文化
ナラティヴ医療ＷＳを行う。また心理学、看
護学、人類学等の研究者と「医療専門家と患
者の関係」「教育現場のいじめ」などをテー
マに臨床コミュニケーションと支援方法に
ついて討論し、多文化ナラティヴの方法論を
探求する。 
③対話的教育法のプログラム開発 C：ベト

ナム・ハノイ大学を中心に、「社会心理学×
保育心理学×小児看護学」による相互交流国
際セミナーの開催と、保育・看護教育現場の
フィールドワークを行う。茨城大学とハノイ
大学は、伊藤を中心に長期にわたる多様な国
際相互交流の実績を積み重ねてきた。日本ベ
トナム教育セミナーでは、「東アジア映画」
「行動観察ＶＴＲ」など映像資料をナラティ
ヴ共同生成の媒体にして討論し、さらに新し
い教育の可能性を探り、それらの実践を対話
教育方法論として理論化し、多文化で利用可

能にする。 
④対話教育法のプログラム開発 D： 
アメリカ・ノースウエスタン大学及びノース
イースタン・イリノイ大学を中心に、ナラテ
ィヴ心理学×生涯発達心理学×文化心理学
による国際研究交流会の開催と多文化社会
都市のフィールドワークを行う。 
２）学際コラボレーション・プロジェクト。
①相互研鑽の学横断フィールド創成、②国際
プロジェクトの準備、共有、反省の場、③若
手研究者や大学院生たちの教育の場、として
三重の生成的機能を果たすことを目的とし
た。 
３）国際・学際コラボレーション・プロジェ
クトの対話的統合：４つの国際コラボレーシ
ョン・プロジェクトを統合して、心理学（生
涯発達心理学、社会心理学、臨床心理学）、
医学、看護学を学横断し、多文化ナラティヴ
の理論と方法をまとめた著書『多文化ナラテ
ィヴの対話教育と臨床支援』を刊行する。ま
た、国際シンポジウムや国際学会発表やオン
ラインＨＰによって、変化プロセスを含めて
多方面に情報を公開する。 
 
４．研究成果 
１）国際コラボレーション・プロジェクト。 
ナラティヴ（語り・物語）や質的研究の理
論と方法論を研究してきた学際的な研究者
が結集して、４つの国際コラボレーション・
プロジェクトを組織した。ウィーン、ロンド
ン、ハノイ、シカゴの４都市の大学を中心に、
多文化横断的にナラティヴ・フィールドワー
クを行った。ナラティヴ・アプローチによっ
て、心理学（発達心理学、社会心理学、教育
心理学、臨床心理学）、医学、看護学など多
様な学問領域の研究者が学横断的・国際的に
多声対話を重ねる共同研究の場をつくり、文
化・領域の特殊性を大切にしながら、それを
超えて横断的に対話できる多文化ナラティ
ヴ理論と方法、および質的方法を生かして多
文化価値が共存・拮抗する現場のニーズに応
える、新たな実践的な臨床支援法と、対話的
教育法を提案した。 
①文化ナラティヴと臨床支援法Ａ：ウィー
ン・プロジェクト―多文化ナラティヴとライ
フサイクルの探求（平成 20 年度）。オース
トリア・ウィーン大学において、「多文化研
究の国際ワークショップ：ウィーン大学と京
都大学」を開催した。また、ウィーンと近郊
において日本人学校、多文化移民地区のフィ
ールドワーク、ビジュアル・ナラティヴ歴史
図像のフィールドワークを行った。多文化ナ
ラティヴとライフサイクルの理論と方法論
について国際的に討議した。日本でもビジュ
アル・ナラティヴの国際シンポジウムを開催
するなど共同研究を推進した。 
②多文化ナラティヴ理論と臨床支援法B：ロ



ンドン・プロジェクト―医療と心理支援の多
文化ナラティヴ方法の探究（平成21年度）。
ロンドン大学において、国際ワークショップ
「臨床教育者のためのナラティヴ・スキル」
国際シンポジウム「健康と病いのナラティヴ
研究」、国際シンポジウム「精神健康のケア
におけるナラティヴ・セラピーとトレーニン
グ」を開催した。また、アンナ・フロイドセ
ンター、タビストック・センター等でフィー
ルドワークを行った。ナラティヴ・ベイスト・
メディスンにおける新しい研究方法と研修方
法および臨床支援法を探求した。 
③対話的教育法のプログラム開発C：ハノ

イ・プロジェクト－多文化フィールドワーク
による多声教育法（平成22年度）。ハノイ東
北アジア研究所において国際シンポジウム
「心理学、ケア、文化：ベトナムと日本」を
開催した。また、ハノイ旧市街のフィールド
ワーク、ハノイ近郊の病院、小学校、幼稚園
のフィールドワークを行った。ハノイ大学の
学生と共に多声教育法を開発し実践した。 
④対話教育法のプログラム開発D：シカゴ・

プロジェクト―人生ナラティヴと質的研究の
多声教育法（平成23年度）。ノースウエスタ
ン大学で「ライフストーリーに関する国際コ
ロキアム」、ノースイースタン・イリノイ大
学で「生涯発達心理学に関する国際シンポジ
ウム」を開催した。また、高齢者施設「平和
テラス」と青少年情緒障害施設「オーソジェ
ニック・スクール」をフィールドワークした。
ライフストーリー研究法を中心とした多声教
育法を探求した。 
２）学際コラボレーション・プロジェクト。 
「学際コラボレーション・プロジェクト」で
は、①相互研鑽の学横断フィールド創成、②
国際プロジェクトの準備、共有、反省の場、
③若手研究者や大学院生たちの教育の場とし
て、三重の生成的機能を果たすことを目的と
した。「教育実践交換プロジェクト」では、
学横断的、世代横断的に各自の教育実践を多
声的に交換するとともに、実践的な多声教育
の場をつくることを目的に「教育実践交換プ
ロジェクト」を、広島大学、日本赤十字大学
において2回開催した。「協働の学びプロジェ
クト」では、「多声ナラティヴ協働合宿」を
滋賀県高浜市で行った。多様な実践的試みか
ら、新しい多声教育法の開発と理論モデル化
を行った。その協働生成プロセスや研究成果
をオンラインＨＰで公開した。 
３）国際・学際コラボレーション・プロジェ
クトの対話的統合。 
①全体報告書の刊行。全体成果を書籍『多文
化横断ナラティヴ―臨床支援と多声教育（や
まだようこ編、2013 年 3 月 28 日、総 280 頁、
編集工房レイヴン）』として刊行した。また、
書籍全体を電子化して、ＨＰでも公開した。 
②国際コラボレーション・プロジェクトと学

際コラボレーション・プロジェクトの２つの
プロジェクトを併行しておこない、最終年度
にこの 2つを対話的に統合して、多文化横断
ナラティヴの理論モデルと、新たな多声教育
法の提案を行った。 
③国際学会における発表。研究成果は、イタ
リア、韓国、ノールウェイ、京都、ドイツ等
で開催された国際学会や国際シンポジウム
で発表し、国際的にも大きな反響があった。
また、日本でビジュアル・ナラティヴに関す
る国際シンポジウムを開催した。 
④HP による発信。HP を作成し、随時、活動
プロセスや研究成果を発信した。
（http://www.ritsumei.ac.jp/~yyr12085/k
aken/）。 
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